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絵本のこと、とか。 

  

 ちいさな黄色い本を、おおきな     

本屋で見つけて、忘れられず、 

一年後くらいに、まだ売れ残って 

いたそれを買いました。26 歳で 

亡くなった歌人・笹井宏之さんの 

歌集『えーえんとくちから』です。 

詩の本というのは、なかなか味わ 

いにくくて、小説本とくらべても 

高価なものだから、私は、それま      今まで作成された絵本（一部） 

で買ったおぼえも無かったのです 

が、これは、例外になりました。難解な言葉や言い回しも使わず、こんなに素

敵な表現ができるなんて。おどろきました。 

 福祉施設の利用者さんたちと、絵本を手作りしています。 

お話と、絵と、それから製本まで、いっしょに作ります。この夏には、16 作目

が完成しました。 

 今までこの世に無かったものを作って生み出すという楽しみは、それが仲間

たちとの共同作業であることで、いっそう幸せにも感じます。ちょっと、有り

難い経験なのです。 

 さて十数人の方たちが、いろんなアイデアを出されます。少しずつ少しずつ、

それを推敲して、まとめあげていきます。というか、まとめあがっていきます。

この作業は、私が受け持ちます。おいしい作業ですが、なかなかに時間もかか

ります。私にあの歌人のようなセンスがあったらなあと、情けない気持ちにも

なります。でも作業を続けているかぎり、ふしぎと解決策を思いつくもので、

これが何ともいえない至福のときなのです。ちょっとおおげさですね。 

 私にとって絵本への興味は、この１年間で急激にふくらみました。 

きっかけは、さくねん夏の熊本。あの〞九州・沖縄 昔話 交流会〞に参加し

て、ゲストの方の講演を聴いてからです。ここで、わたくしは赤羽末吉（あか
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ば すえきち）という不世出の画家について、あらためて知ることになり、私

の生活は絵本に乗っ取られてしまいました。これはと思う本は、どうしても手

に入れたくて、多少、値が張っても買いました。そろそろ、この情熱も下火に

はなってきましたが、この狂乱のすえに出会ったのが実藤述（さねとう あき

ら）の本でした。 

 今、かれの民話『おこんじょうるり』を暗記しているところです。 

いつか機会に恵まれたら、素話をしたいと思っているのです。 

そして、こんな話を、わたしたち〞あじさいゆうな〞の絵本でも作りたい、

というゆめもあるのです。              （リレーエッセイ 14） 

                         ハボンス（宮脇 浩志） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    令和元年７月～８月 

 

                     五島絵画愛好会（会員募集中）

の皆さんの油絵・水彩画・押し花 

 

                     

 

 

写真は五島市立図書館ホームページより 

 

図書館友の会では１階～２階階段のおどりば展示コーナーに「アートの

広場」として掲示を協力しています。 

その時の課題や趣味の書・絵画・俳句など市民の皆様にご協力いただき

２ヶ月交替で、図書館休館日に展示作業をしています。 

展示をしてくださる方を募集しています。 

図書館（72-6900）か役員・市川（090-9723-8793）まで 

アートの広場  展示紹介 
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新図書館建設に伴い、先進図書館の主に建設等を学ぶため見学に行きませんか 

 

■ とき：11 月 15 日（金）～11 月 17 日（日） ２泊３日 

■ ところ：大分県杵築市立図書館（新図書館建設の設計業者が同じ梓設計） 

    ：大分県竹田市立図書館（2019 年日本建築学会「作品選奨」を受賞） 

    ：長崎県立図書館（2019 年１０月オ－プン） 

      ※ 観光も予定したいと思います 

  ・長崎港から現地まではレンタカーを予定 

 

■ 費用：食事代を除き、１人約３万円を予定 

※ 参加者が５人に満たない場合は中止 

 

 

 

 

竹田市立図書館 

 

希望者は坂井まで（090-9722-1845）〆切：10 月１０日 

 

 

 

 

７月 31 日、定例の展示作業のあと「カネミ油症について」ミニ学習会が開

かれました。参加者は７名。 

 講師は旭梶山 英臣さん（五島市カネミ油症被害者の会会長、当会の副代表

もされています）。丁寧に昭和 43 年 10 月から発覚してからの歴史や現状を語

ってくださいました。 

・五島市では認定された方が、玉之浦で 150 人、奈留で 80 人おられる。認定

の診断基準がむずかしく、問題があるが特に二世、三世の方に受診してほしい。

それは、医療費の課題があるから。 

・今後、統一原告団の中で地道に活動していきたい。 

・詳細は厚生労働省のインターネット「油症の手引き」を参考にしてほしい。 

おさそい 図書館等の見学 

カネミ油症 

ミニ学習会の報告 
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時：10 月１日（火） 休館日 

10時からの展示作業終了後、約 11時頃から１時間 

所：図書館１階      講師：山本 隆さん 

 

 

第 20 回「読書会」のご案内 

同じ本を読み、自由に感想を話し合います。 

本は図書館にあります。 

     『それでもやっぱりがんばらない』鎌田 實（著） 

10 月 23 日（水）午前 10:00～  図書館３階      

 

 

展示や、簡単な作業をします 

10 月１日（火）／10 月 31 日（木）／11 月 30 日（土） 

毎月、図書館休館日：午前 10:00～ 

 

 

■今年度会費未納の方は会費をお納めください。 

■図書館友の会ホームページ https://gototosyokantomo.jimdo.com/ 

ご意見をお待ちしています（担当：古賀） 

 

編集後記 

 なかなか、他市の図書館を知る機会がありません。島ゆえのデメリットか。

https://gototosyokantomo.jimdo.com/


5 

 

今回の「図書館見学」、個人負担が少々、気になりますが一緒に出かけませんか。 

                               K・Ｓ 


